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審 査 結 果 の 要 旨

本研究は、口臭の原因となる揮発性硫化化合物を産生する口腔内嫌気性歯周病菌に対す

る笹の葉抽出液と銅クロロフィリンナトリウムの抗菌作用を検討したものである。その結

果、笹の葉抽出液と銅クロロフィリンナトリウムは、口腔内嫌気性歯周病菌に対し濃度依

存的に高い抗菌作用を持ち、特に笹の葉抽出物の抗菌作用のほうが銅クロロフィリンナト

リウムに比べ比較的高いことを示した。さらに、これらの物質の持つ抗菌作用は静菌的で

ある可能性が考えられた。本論文の内容は、口臭や他の嫌気性歯周病菌によって生じる疾

患の予防に有用な物質である可能性が示され、明らかに学術水準を高めたものと認める。 
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